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○ミニフォト
長年継続した活動が評価
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アルミ缶回収による収益金で玩
具を購入し、地域の児童福祉施設
へ贈ったり、ペットボトルのキャ
ップを回収し、ワクチン代金に換
える活動などが評価され、３月１９
日、総社中央小学校の６年生７１人
が県のわかば賞を受賞しました。

地域貢献の活動がたたえられる

総社西小学校の６年生３５人に３
月１９日、県のわかば賞が贈られま
した。１年生が学校生活にスムー
ズになじめるように幼稚園の時か
らサポートしたり、地域の高齢者
に手紙を届けたりする活動が評価
されました。
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最優秀賞は「笑顔でハイタッチ」

「いい走り・いい笑顔」をテーマにした２０１３そう
じゃ吉備路マラソンフォトコンテストの最優秀賞に、
光畑雅之さん（岡山市中区）の｢笑顔でハイタッチ｣が
選ばれたほか入賞作品１９点が決まりました。９１人か
ら携帯電話の写真または四つ切ワイドの作品１５８点の
応募があり、最優秀賞の作品は、思わず走ってみたく
なるような笑顔が感じられる点が高く評価されました。
そのほか優秀賞には、石井スエ子さん（岡山市東区）
の「マラソンって楽しそう！！」、東利晃さん（総社）
の「力走」、黒瀬珠実さん（倉敷市）の「力走」が入賞
しました。

そうじゃ吉備路マラソンフォトコンテスト
日ごろの練習の成果を披露

ＳＫＹＭジュニア・ウインドアンサンブル定期演奏会

ＳＫＹＭジュニア・ウインドアンサンブルの第１０回の
記念定期演奏会が３月１７日に市民会館で開かれました。
小学３年生から６年生までの４９人の団員が「ベイウッ
ド序曲」や「上を向いて歩こう」などを披露。１年間の
練習の成果を存分に発揮し、心地よい音色を会場に響か
せ、訪れた約５００人の観衆を魅了していました。
また、奈良県生駒市立桜ヶ丘小学校のハーモニックバ
ンドクラブによる招待演奏もあり、会場を大いに盛り上
げました。

夜空に青く浮かび上がった備中国分寺五重塔

発達障がいに理解を

演奏を披露する団員

自閉症をはじめとする発達障がいについて広く理解を求
める啓発イベントとして、発達障害啓発週間の４月２日か
ら８日までの毎夜、備中国分寺五重塔がブルーにライトア
ップされました。
このライトアップは、世界自閉症啓発デー（４月２日）
のイベントの一環として行われたもの。癒しや希望を表す
色とされる青色に照らされた五重塔は、神秘的な光景を生
み、道行く人らの目を楽しませていました。

被災地の復興を願う

東日本復興支援チャリティーイ
ベントwelcome to総社が３月２４日、
山手ヴィレッジで開催されました。
東北などからの移住者の出店や野
外ライブなどがあり、集められた
募金は「そうじゃ・宮城っ子基金」
に寄付されました。
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多文化共生のまちづくりを推進

３月２４日に山手公民館で多文化
共生フォーラム（ももたろう海外友
好協会主催）が開かれました。参加
者は映画上映や浜松学院大学の津
村公博教授の講演を通じ、外国人
の多様性を理解し、地域で支える
ことの重要性を認識していました。
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多彩なイベントでにぎわう

清音ふれあいフェスティバルが
４月７日、清音ふるさとふれあい
広場で開催され、多くの家族連れ
らでにぎわいました。ステージで
のイベントをはじめ、食べ物コー
ナーやフリーマーケットなどを、
訪れた人たちは楽しんでいました。
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備中国分寺五重塔ブルーライトアップ

最優秀賞「笑顔でハイタッチ」
光畑雅之さん（岡山市中区）

来庁者の利便性のため

市役所玄関に広告付き情報案内
板を４月９日、設置しました。市
内の企業３０社の広告収入で製作、
設置。市の財政負担はゼロで、広
告収入の一部が納入されます。市
庁舎案内図や市内全域図などが表
示されています。
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世界のステージで１位に輝く

アメリカのカリフォルニア州で４月５日、６日に
開かれた「ミスダンスドリルチーム　インターナシ
ョナルｉｎ ＵＳＡ２０１３」に総社南高校ダンス部
が出場。小道具を使うミディアム編成プロップ／ノ
ベルティ部門で優勝に輝きました。
女子１５人のチームで、カーレースをテーマにし
た演目を披露。テレビアニメ「マッハＧｏＧｏＧｏ」
の主題歌に合わせ、車輪やチェッカーフラッグをイ
メージした小道具を使い、コミカルでスピード感あ
ふれるパフォーマンスをしました。部長の細田瑛美
子さん（岡山市）は、「周りのレベルが高く、とて
も緊張した。そんな中、完璧とはいえないが満足で
きるダンスができた」と振り返りました。
同大会には２年連続４度目の出場。優勝は計３部
門目です。これまで１４年間同部を指導してきた前

ダンス部顧問の青山敦子さん（今年３月で退職）も
自主同行し、教え子たちの勇姿を見守りました。
「表情も声もよく、踊りを楽しんでいた」と話しま
した。

総社南高校ダンス部

優勝しガッツポーズをするメンバー


